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退
職
後
の
生
き
が
い
と
安
心
を
求
め
る
に
は

一
般
財
団
法
人 

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　

鴨
下
　
一
郎

会長挨拶会長挨拶

身
の
中
に
残
り
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
我
が

国
は
今
、
人
類
が
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
特
に
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
は
、
将
来

の
国
の
在
り
方
と
経
済
に

影
響
し
、
高
齢
者
と
女
性

の
労
働
参
加
を
強
く
求
め

て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
康
で
体

力
が
あ
り
、「
人
の
た
め

に
」
と
い
う
想
い
が
お
あ

り
で
す
。
お
住
ま
い
の
都

道
府
県
退
職
公
務
員
連
盟

で
そ
の
想
い
を
行
動
に
さ

れ
ま
せ
ん
か
。

　
当
連
盟
は
、
昭
和
２３
年

か
ら
７８
年
一
貫
し
て
政
府

の
恩
給･

年
金
制
度
改
革

と
向
き
合
い
、
退
職
者
の

立
場
か
ら
、
現
在
の
年
金

制
度
の
骨
格
づ
く
り
に
多

大
の
貢
献
を
し
て
き
ま
し

た
。

　
昭
和
２７
年
か
ら
は
、
財

団
法
人
と
し
て
、
会
員
の

生
活
基
盤
の
確
保
を
基
本

に
、「
隣
保
相
助
、
公
共

に
奉
仕
」
を
掲
げ
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
に
一
般
財
団

法
人
へ
の
移
行
に
伴
っ
て

子
育
て
支
援
、
伝
統
文
化

の
伝
承
、
健
康
づ
く
り
、

高
齢
者
施
設
の
慰
問
等
、

活
動
を
公
益
に
シ
フ
ト
と

し
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
今
、
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
の
構
築
を

標
榜
し
、
施
策
に
着
手
し

て
い
ま
す
。　
日
公
連
は

す
べ
て
の
公
的
年
金
受
給

者
の
先
頭
に
立
っ
て
、
高

齢
者
の
生
活
を
守
り
、
子

育
て
支
援
等
で
自
身
の
社

会
的
責
任
を
果
た
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
健

康
と
生
き
が
い
と
人
間
関

係
を
広
げ
て
自
立
し
た
生

活
を
願
わ
れ
る
。
こ
の
二

つ
の
活
動
が
豊
か
に
展
開

さ
れ
、
人
類
史
に
残
る
超

高
齢
社
会
構
築
と
い
う
壮

大
な
事
業
に
参
加
さ
れ
ま

せ
ん
か
。

　
私
は
医
者
で
す
。
２８
年

間
衆
議
院
議
員
を
務
め
て

き
ま
し
た
。
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
は
社
会
保
障
。
介

護
、
医
療
で
す
。
会
員
の

方
々
に
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
と
き
相
談
に
乗
っ

　
「
皆
様
お
疲
れ
様
で
し

た
」。
公
務
員
の
定
年
延

長
に
よ
り
、
こ
の
言
葉
は

相
応
し
く
な
い
方
が
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。長
年
、

公
務
員
と
し
て
国
家
社
会

の
た
め
に
人
生
を
捧
げ
て

こ
ら
れ
た
事
実
と
実
績
は

確
実
に
国
と
社
会
と
ご
自

て
、
高
齢
者
施
設
等
へ
の

道
を
つ
け
る
な
ど
、「
会

員
で
あ
る
か
ら
将
来
が
安

心
」
と
い
う
組
織
を
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
会
員

の
方
々
が
安
心
し
て
老
後

の
生
活
を
楽
し
め
る
組
織

あ
り
で
、
各
会
員
の
方
々

が
地
域
の
人
々
か
ら
尊
敬

さ
れ
、
組
織
と
し
て
あ
て

に
さ
れ
る
日
公
連
、
退
公

連
に
な
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

　
退
職
さ
れ
た
皆
様
、
ど

う
か
日
公
連
に
入
会
し

て
、
納
得
の
人
生
の
集
大

成
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

　
　
　
　

わ
れ
ら
の
信
条

一
、�

わ
れ
ら
は
か
つ
て
公
務
員
で
あ
っ
た
矜
持
と
面
目
を
堅
持
し
つ
つ　

理
想

的
な
日
本
公
務
員
制
度
の
確
立
を
要
望
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
全
国
民
の
福
祉
増
進
を
念
じ
つ
つ
進
ん
で
公
共
に
奉
仕
し　

平
和
的
文
化
国
家
建
設
の
大
業
に
寄
与
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
和
を
貴
ぶ　

同
胞
融
合　

隣
保
相
助
の
民
風
を
尊
重
し　

身
を
も
って
そ
の
育
成
に
つ
と
め
る

一
、�

わ
れ
ら
は
思
想
的　

政
治
的
自
由
を
も
ち　

常
に
公
正
と
中
庸
に
お

い
て
帰
一
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
組
織
の
も
と
に
団
結
す
る　

わ
れ
ら
の
生
活
は
こ
の
組
織
と
団

結
に
よ
って
断
固
自
ら
守
り
ぬ
く

一
般
財
団
法
人　

日
本
退
職
公
務
員
連
盟

退
公
連
が
目
指
す
も
の

◎
退
職
後
の
生
活
保
障

　
▼�

年
金
制
度
の
改
善
　
高
齢
者
医
療
、
介
護
制
度
の
改
善
・
充
実

　
▼�

高
齢
者
及
び
女
性
の
雇
用
、
公
務
の
特
殊
性
に
配
慮
し
た
年
金
制
度
の
確
立

　
▼�

社
会
保
障
制
度
の
情
報
提
供
　
年
金
相
談
の
実
施
と
充
実

◎
現
職
の
人
々
へ
の
支
援

　
▼
年
金
制
度
の
持
続
と
次
世
代
へ
の
引
き
渡
し

　
▼
子
育
て
に
伴
う
経
済
不
安
等
の
払
拭
活
動

◎
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
参
加

　
▼
大
人
と
し
て
、
隣
人
と
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
活
動
、
伝
統
文
化
の
伝
承

　
▼�

高
齢
者
施
設
・
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
の
慰
問
、
街
の
清
掃
等
に
よ
る
心
が
通
い
合
う
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り

◎
会
員
相
互
の
交
流
と
地
域
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り

　
▼�

地
域
の
人
々
と
共
に
、
健
康
づ
く
り
、
旅
行
、
趣
味
の
活
動
、
研
修
会
等

◎
人
生
１００
年
時
代
、
延
び
た
時
間
で
新
し
い
人
生
を
つ
く
る

働
き
方
・
生
き
方
が
多
様
化
す
る
時
代

働
き
方
・
生
き
方
が
多
様
化
す
る
時
代

世
界
が
注
目
す
る
心
が
か
よ
い
助
け
合
い
が
行
わ
れ
る

世
界
が
注
目
す
る
心
が
か
よ
い
助
け
合
い
が
行
わ
れ
る

高
齢
社
会
構
築
と
い
う
壮
大
な
事
業
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か

高
齢
社
会
構
築
と
い
う
壮
大
な
事
業
に
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か

　
年
金
制
度
改
正
法
案

が
、
６
月
１３
日
、
自
民
・

公
明
・
立
憲
民
主
３
党
の

賛
成
多
数
で
可
決
成
立
し

ま
し
た
。
日
公
連
は
、
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る

前
に
関
係
大
臣
に
要
望
の

趣
旨
を
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
、
法
案
へ
の
反
映
を
求

め
る
こ
と
と
し
、
社
会
保

障
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
緊
急
要
望
を
ま
と
め
、

今
年
１
月
に
総
務
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
に
、
鴨
下

会
長
が
直
接
会
っ
て
要
望

し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
民

党
か
ら
の
年
金
改
正
に
関

す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
出
席

し
、
緊
急
要
望
の
内
容
を

説
明
し
理
解
を
求
め
ま
し

た
。
要
望
内
容
の
①
は
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

早
期
終
了
で
す
。
そ
の
趣

旨
は
、
調
整
を
早
期
に
終

日
公
連
の
主
張
が
年
金
制
度
改
正
に
反
映

了
し
、
本
来
の
年
金
額
の

改
定
方
法
、
つ
ま
り
、
物

価
や
賃
金
の
変
動
に
応
じ

た
も
の
に
戻
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

事
項
は
、
積
立
金
の
活
用

に
つ
い
て
、
納
得
の
い
く

説
明
を
求
め
て
い
ま
し
た

が
、
法
案
修
正
の
う
え
、

次
期
財
政
検
証
の
結
果
を

見
た
う
え
で
判
断
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。②
は
、

基
礎
年
金
拠
出
期
間
の
延

長
で
す
。
拠
出
期
間
の
延

長
は
、
就
労
年
齢
の
変
化

や
健
康
寿
命
の
伸
び
な
ど

を
考
え
る
と
延
長
す
る
こ

と
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

額
増
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
法
案
に
盛
り
込
む
よ

う
要
請
し
た
も
の
で
す

が
、
厚
労
省
は
、
拠
出
額

が
大
き
い
な
ど
の
批
判
が

あ
る
と
し
て
法
案
に
盛
り

込
む
こ
と
を
断
念
し
ま
し

た
。
改
正
法
で
は
、
附
則

に
検
討
事
項
と
し
て
規
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
も
成
果

の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
③

は
、
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
で
す
。こ
の
事
項
は
、

前
回
改
正
以
降
適
用
拡
大

を
実
施
中
で
す
が
、
さ
ら

に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

本
人
の
将
来
の
年
金
額
が

増
額
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

要
望
で
は
、「
確
実
に
実

施
」
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
短

時
間
労
働
者
の
賃
金
要
件

を
撤
廃
、
適
用
対
象
と
な

る
企
業
が
増
加
、
適
用
対

象
と
な
る
業
種
が
増
加
す

る
な
ど
、
当
連
盟
の
要
請

が
概
ね
反
映
さ
れ
ま
し

た
。

日公連と年金制度
現在及び将来の年金給付が高齢者の生活を
支える資金であり続けることを願います。

衆議院議員・青森県連盟顧問　津島　淳先生訪問
青森県連会長・奈良年永　事務局長・樋口 純　会計部長
・山本惠子　むつ下北副会長・山本隆悦　弘前支部理事・
中山慶治　三戸郡支部副会長・川﨑照美

青森県連の要望活動（令和７年１１月１４日）
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東
大
医
学
部
の
起
源
と
さ
れ
る

お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
布
芝
居

「
布
芝
居
」に
見
入
る
小
学
生
達

近隣の保育園・幼稚園等で上演

「僕たちの未来からようこそ」の
ペープサート

人形師の子どもたち

ユネスコ未来遺産認定祝賀会

読み聞かせを聞く子ども達
「
あ
り
が
と
う
」の
メ
ッ

セ
ー
ジ
綴
り

会員の生き方と退公連の活動
　
入
会
を
勧
め
る
際
、
こ
の

連
盟
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
と
い
う
人
が
多
々
い
ま

す
。
メ
リ
ッ
ト
は
大
い
に
あ

り
ま
す
。
具
体
的
メ
リ
ッ
ト

を
３
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
、
昭
和
２３
年
「
全
国
恩
給

増
額
期
成
同
盟
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。そ
れ
以
前
に
は
、

恩
給
に
関
す
る
組
織
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
国
が
恩

給
の
額
を
決
め
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
恩
給
で

は
、
生
活
が
成
り
立
た
な
い

と
い
う
こ
と
で
全
国
の
教
職

員
団
体
が
立
ち
上
り
、
こ
の

連
盟
を
作
っ
た
の
で
す
。
従

っ
て
連
盟
の
存
在
そ
の
も
の

が
メ
リ
ッ
ト
な
の
で
す
。

２
、
平
成
２７
年
１０
月
厚
生
年

金
と
共
済
年
金
が
一
元
化
さ

れ
ま
し
た
。
厚
生
年
金
は
基

礎
年
金
、
厚
生
年
金
の
二
階

建
て
で
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
一
方
私
た
ち
公
務
員
は

基
礎
年
金
、
共
済
年
金
、
職

域
部
分
の
三
階
建
て
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
公

務
員
は
退
職
金
等
で
恵
ま
れ

て
い
る
か
ら
、
三
階
部
分
を

カ
ッ
ト
し
よ
う
と
の
議
論
が

出
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
日
公
連
は

こ
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
有
識

者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
注
目

し
、
公
的
年
金
制
度
に
造
詣

の
深
い
人
を
選
ん
で
も
ら
い

た
い
と
、
当
時
の
民
主
党
政

権
に
働
き
か
け
ま
し
た
。
職

域
部
分
に
代
わ
る
年
金
払
い

退
職
給
付
制
度
が
で
き
、
既

裁
定
者
に
対
し
て
は
三
階
部

分
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
は
皆
様
ご
存
知
で
す
。
こ

れ
な
ど
は
目
に
見
え
る
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

３
、
元
環
境
大
臣
で
あ
り
、

医
学
博
士
の
鴨
下
会
長
は
こ

う
言
わ
れ
ま
し
た
。「
み
な

さ
ん
、
も
し
認
知
症
に
な
り

入
所
す
る
施
設
が
見
つ
か
ら

な
い
と
き
、
ま
た
、
病
気
に

か
か
り
入
院
す
る
信
頼
の
お

け
る
病
院
が
見
つ
か
ら
な
い

と
き
に
は
、
日
本
退
職
公
務

員
連
盟
の
事
務
局
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
私
も
ご
希
望

に
そ
え
る
よ
う
に
お
手
伝
い

し
ま
す
」と
。
こ
の
こ
と
は
、

年
を
と
っ
た
私
た
ち
に
は
大

き
な
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

す
。

　
今
、
私
た
ち
の
組
織
は
会

員
数
の
激
減
に
よ
り
、
組
織

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
何
と
し
て
も
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
に
は
、会
員
数

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

入
会
の
お
誘
い

　
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
組
織
委
員
長
　
門
松
　
武
則

　
地
元
の
小
学
校
児
童
に
、
手

作
り
の
布
芝
居
「
伊
東
玄
朴
も

の
が
た
り
」
を
実
演
。
郷
土
の

誇
り
伊
東
玄
朴
の
功
績
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
退
職
女
教
師
の
会
が
余

り
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
３
年
が

か
り
で
布
芝
居
を
作
り
上
げ

た
。
全
部
で
９
編
、
完
成
か
ら

９
年
間
地
元
の
小
学
校
や
老
人

会
な
ど
地
域
の
行
事
に
出
か
け

て
実
演
し
て
い
る
。

　
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
芸
能
と

い
う
た
す
き
を
１００
年
後
の
子
ど
も

た
ち
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
、

市
内
の
全
小
学
校
で
人
形
に
触
れ

さ
せ
、
体
験
さ
せ
る
学
習
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
沼
須
人

形
芝
居
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が

積
極
的
に
参
画
し
、
地
域
の
伝
統

芸
能
や
文
化
遺
産
を
保
存
推
進
す

る
活
動
に
対
し
て
、
今
後
も
退
公

連
と
し
て
積
極
的
に
連
携
・
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
今
日
は
絵
本
を
読
ん
で
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
す
ご
ー
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」
な
ど

の
嬉
し
い
感
想
に
元
気
を
も
ら

い
な
が
ら
続
け
て
き
た
読
み
聞

か
せ
活
動
は
今
年
で
１４
年
目
に

な
り
ま
す
。

　｢

目
と
耳
と
心
で
聞
い
て
」　

と
呼
び
か
け
て
読
み
聞
か
せ
を

始
め
る
と
、
子
ど
も
達
は
目
を

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
、
身
を
乗

り
出
し
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。

　
青
（
あ
お
）
谷
（
や
）
上
寺

地
（
か
み
じ
ち
）
遺
跡
で
発
掘

さ
れ
た
頭
蓋
骨
か
ら
復
元
さ
れ

た
若
者
は
、「
青（
あ
お
）谷（
や
）

上
寺
（
か
み
じ
）
朗
（
ろ
う
）」

と
し
て
誕
生
。
こ
の
秘
話
を
子

ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

我
ら
退
公
連
女
性
部
は
、「
勝

手
に
上
寺
朗
を
育
て
る
会
」
と

称
し
て
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
ウ
チ

ワ
型
紙
人
形
劇
）
を
作
り
、
近

隣
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学

校
、
児
童
養
護
施
設
で
上
演
し

て
い
ま
す
。

郷
土
の
偉
人
と
布
芝
居

佐
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
髙
栁
　
陽
子

未
来
遺
産
「
沼
須
人
形
芝
居 

あ
け
ぼ
の
座
」

群
馬
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
大
島
　
俊
夫

心
を
育
む
読
み
聞
か
せ
活
動

～
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
の
輪
を
広
げ
て
～

石
川
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
町
出
　
憲
子

地
域
の
宝
を
子
ど
も
達
へ

～
伝
え
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
～

鳥
取
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
芳
尾
　
範
子

日公連78年の歩み
①昭和23年 2 月「全国恩給増額期成同盟」誕生。
②同年 5 月第 1 回全国大会を開催、26道府県参加。
③同年 7 月恩給増額法可決　恩給額は12～26倍となる。
④同年11月「全国恩給受給者連盟」に改称。
⑤昭和24年加盟団体は46都道府県に、昭和33年沖縄県連

の加盟により47都道府県になる。
⑥昭和25年「日本退職公務員連盟」と改称。
⑦昭和26年 5 月「退職公務員新聞」創刊。
⑧同年 6 月「財団法人日本退職公務員連盟」設立趣意書

及び「われらの信条」を決議し、発表。
⑨昭和27年 4 月28日天野貞祐文部大臣より、「財団法人

日本退職公務員連盟」の設立が許可される。

⑩連盟創立10～20周年の間に、毎年の公務員給与アップ
に伴う恩給増額、不均衡是正など多くの運動の成果を
挙げて組織も拡大した。

⑪昭和48年以降、公務員の給与の改善と物価の上昇率を
恩給・年金に反映させる方式となる。第 １ 回全国婦人
部長会開催

⑫昭和49年日本退公連会館が竣工。
⑬日公連は公務員の職務の特殊性を主張。昭和61年公務

員固有の「職域年金部分」が新設された。
⑭平成12～26年度本来水準を上回る年金額維持に尽力。
⑮被用者年金一元化により職域加算部分について一定の

配慮措置がつく。
⑯平成25年 4 月『われらの信条』の下、「一般財団法人

日本退職公務員連盟」として、社会保障制度改革に関
する要望活動、地域社会の活性化に強力に、継続的に

関わる新たな活動のスタートをする。
⑰超高齢・人口減少社会における社会保障制度の在り方

及び活力のある地域社会構築を今後の課題として取り
組む。

○年金制度の持続可能性の確保
○将来世代の年金給付水準の確保に向けた努力
○退公連と地域社会との関係強化
○納得の人生構築に力を貸す活動
○短時間労働者及び非適用業種で働く労働者の厚生年金

適用拡大
○年金加入期間の延長（20歳～60歳を20歳 

～65歳に）
○受給開始年齢の選択肢を60歳から70歳へ 

拡大
○物価上昇を上回る賃金の上昇の実現

今後の
課題

都道府県退職公務員連盟　支部名

共に行動し、健康と生きがいを生み出す退公連をつくろう 令和７年度　会　員　構　成� （令和7年8月末現在）単位：人

正 会 員 100,310 

職 

種 

別 

内 

訳

教　　職 79,404 郵　政 799 

性
別

男 65,061 都道府県職 4,496 農　林 89 
女 35,249 市町村職 8,780 電　電 32 

準 会 員 51,585 警　　察 3,764 専　売 6 
賛助会員 10,821 消　　防 1,839 国　公 558 
会員総数 162,716 日　　鉄 48 その他 495 


